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1. 平成27年5月期の業績（平成26年5月16日～平成27年5月15日） 

 

(2) 財政状態 

 

(3) キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年5月期 16,703 △4.3 291 △9.7 341 △4.1 227 7.5
26年5月期 17,451 △0.7 322 31.2 356 22.1 211 ―

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利益

率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

27年5月期 21.39 ― 2.7 2.2 1.7
26年5月期 19.84 ― 2.5 2.2 1.9

（参考） 持分法投資損益 27年5月期 ―百万円 26年5月期 ―百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

27年5月期 15,655 8,364 53.4 796.69
26年5月期 16,027 8,318 51.9 779.72

（参考） 自己資本 27年5月期 8,365百万円 26年5月期 8,318百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

27年5月期 864 △539 △378 536
26年5月期 646 △1,206 461 589

2. 配当の状況 

 

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
純資産配当

率第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

26年5月期 ― 6.00 ― 6.00 12.00 128 60.5 1.5
27年5月期 ― 6.00 ― 6.00 12.00 126 56.1 1.5
28年5月期(予想) ― 6.00 ― 6.00 12.00 39.1

3. 平成28年 5月期の業績予想（平成27年 5月16日～平成28年 5月15日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 7,931 △0.6 97 211.4 127 126.0 76 136.9 7.31
通期 16,307 △2.4 516 77.1 568 66.3 322 41.8 30.73



※ 注記事項 
(1) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(2) 発行済株式数（普通株式） 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更  ： 無
② ①以外の会計方針の変更  ： 無
③ 会計上の見積りの変更  ： 無
④ 修正再表示  ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年5月期 11,581,205 株 26年5月期 11,581,205 株
② 期末自己株式数 27年5月期 1,082,684 株 26年5月期 913,009 株
③ 期中平均株式数 27年5月期 10,636,122 株 26年5月期 10,668,262 株

※ 監査手続の実施状況に関する表示 
この決算短信は、金融商品取引法に基づく財務諸表の監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく財務諸表の監
査手続は終了しておりません。 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
業績予測値は、本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な要因に係る本資料発表日現在における仮定を前提と
しております。実際の業績は、今後様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。業績予想の前提となる条件等につきましては、決算短信（添
付資料）２ページ「経営成績に関する分析」をご覧ください。 
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１.経営成績 

 

(１) 経営成績に関する分析 

①当期の概況 

当事業年度におけるわが国経済は、政府による金融政策や財政政策及び民間投資を喚起する成長戦

略の一体的推進により、緩やかな回復基調で推移しております。しかしながら、消費税率引上げに伴

う駆け込み需要の反動減や昨年の夏の天候不順の影響、円安による輸入物価の上昇等により、個人消

費は弱い回復状況となっております。 

このような状況の中、当社は、販売面に関して、既存店の改装に積極的に取組み、個々の店舗の状

況に合わせた商品構成（生活必需品関連商品から園芸・ペット・ＤＩＹなどの趣味等関連商品へ）の

見直しにより新たなお客様の需要の掘起しを行ってまいりました。また、ローコストオペレーション

の見直しを行い、業務を効率化することで生まれた余力をお客様のサービスに振り向けることで、お

客様の利便性や満足感の一層の向上を目指してまいりました。一方、収益面に関しては、趣味等関連

商品などの、より利益率の高い商品構成へのシフトや商品の値下げロスの低減を図ることによって利

益率の改善を行ってまいりました。 

さらに、環境問題にも配慮した店舗づくりを目指して、ほぼ全店の照明をＬＥＤ灯に取り換えまし

た。また、新たにスーパーデポ一宮店に太陽光発電システムを設置し、前事業年度に設置した４店舗

（田富店・須玉店・甲州店・富士川店）と合わせて、設置店舗は５店舗となりました。 

なお、当事業年度において、出退店とも行いませんでしたので、店舗数は前年度と変更なく山梨県

に 13 店舗、神奈川県に６店舗及び東京都に３店舗の合計 22 店舗であり、売場面積は 91,092 ㎡であ

ります。 

 

②販売及び損益の状況 

 当事業年度の売上高は、167億３百万円と前期に対して4.3％減少する結果になりました。主要用品

部門別の状況は、下記のとおりであります。 

 

【ダイニング用品部門】 

      ダイニング用品部門におきましては、前期に引続き、酒類の販売が好調に推移いたしましたが、

調理家電の販売が低調に推移いたしました。この結果、売上高17億27百万円（前期比5.0％減）

となりました。 

【ホームファニシング用品部門】 

      ホームファニシング用品部門におきましては、押入れなどで使用する収納用品の販売が好調で

したが、カーテンなどのインテリア用品の販売が低調に推移いたしました。この結果、売上高６

億95百万円（前期比8.6％減）となりました。 

【デイリー用品部門】 

デイリー用品部門におきましては、清掃用品の販売が好調でしたが、消費増税前の駆け込み需

要の反動から、洗剤や紙製品など消耗品全般の販売が低調に推移いたしました。この結果、売上

高24億40百万円（前期比7.8％減）となりました。 

【シーゾナル用品部門】 

シーゾナル用品部門におきましては、寒さの厳しい冬であったため、こたつなどの暖房用品の

販売が好調に推移いたしましが、夏の天候不順の影響により、よしずや扇風機の販売が低調に推

移し、また、年末にかけて原油価格が急落し、それに伴い、灯油の販売単価が下落したことによ

り、燃料などの販売が大きく落込みました。この結果、売上高15億93百万円（前期比13.8％減）

となりました。 
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【園芸・ペット用品部門】 

園芸用品部門におきましては、花苗や野菜苗等、家庭菜園用品の販売が好調に推移いたしまし

た。また、ペット用品部門におきましては、前期に引続き、健康ケア関連の販売が好調に推移い

たしました。この結果、売上高38億62百万円（前期比1.0％増）となりました。 

【カルチャー用品部門】 

カルチャー用品部門におきましては、消費増税前の駆け込み需要の反動から全体的に低調に推

移いたしました。この結果、売上高７億31百万円（前期比5.4％減）となりました。 

【ＤＩＹ用品部門】 

      ＤＩＹ用品部門におきましては、電動工具の販売が低調に推移いたしましたが、前期に新店を

オープンしたことにより建築資材・木材の販売が好調に推移いたしました。この結果、売上高27

億97百万円（前期比0.7％増）となりました。 

【その他用品部門（不動産賃貸収入を含む）】 

その他用品部門におきましては、従来型照明からＬＥＤ照明への切り替え需要が一巡したこと

から、照明用品の販売が低調に推移いたしました。この結果、売上高20億42百万円（前期比4.9％

減）となりました。 

【完成工事高（リフォーム部門）】 

リフォーム部門におきましては、消費増税前の駆け込み需要の反動から低調に推移いたしまし

た。この結果、売上高８億11百万円（前期比5.0％減）となりました。 

 

    損益面において、荒利益率は28.7％となり、前期比1.1ポイントのプラスとなりました。また、販

売費及び一般管理費に関しては、チラシ効果の見直しにより広告宣伝費や前期に計上した新店の開店

費用が減少した一方、前期にオープンした新店の減価償却費が増加した結果、ほぼ前期と同額となり

ました。この結果、営業利益は２億91百万円（前期比9.7％減）、経常利益は３億41百万円（前期比

4.1％減）、当期純利益は２億27百万円（前期比7.5％増）となりました。 

 

③次期の見通し 

今後のわが国経済におきましては、政府のアベノミクス効果により、好調な企業収益を設備投資の

増加や賃上げ・雇用環境の更なる改善等につなげ、経済の好循環の拡大が実現しつつあるものの、一

方では、原油価格や欧州経済、米国の利上げなど外部環境の不透明感を払拭できない状況が続くもの

と思われます。 

このような状況のもと当社は、第 66 期に引続き、既存店の改装を行い、お客様の利便性や満足感

の一層の向上を目指した店舗づくりを目指してまいります。また、新商品の導入を積極的に行うとと

もに、商品管理を徹底し、商品の値下げロスの低減を行い、利益率の改善を行ってまいります。 

これにより、次期の業績見通しと致しましては、売上高 163 億７百万円（前期比2.4％減）、営業利

益５億 16 百万円（前期比 77.1％増）、経常利益５億 68 百万円（前期比 66.3％増）、当期純利益３億

22百万円（前期比41.8％増）を見込んでおります。 
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(２) 財政状態に関する分析 

① 資産、負債及び純資産の状況 

（資産） 

当事業年度末における流動資産は44億81百万円となり、前事業年度末に比べ２億14百万円減少い

たしました。これは主に、現金及び預金が64百万円、商品が１億44百万円減少したことによるもの

であります。固定資産は、111 億 73 百万円となり、前事業年度末に比べ１億 57 百万円減少いたしま

した。これは主に、有形固定資産が１億円、敷金及び保証金が70百万円減少したことによるものであ

ります。 

これらの結果、総資産は156億 55百万円となり、前事業年度末に比べ３億71百万円減少いたしま

した。 

 

   （負債） 

  当事業年度末における流動負債は、51 億 60 百万円となり、前事業年度末に比べ１億１百万円減少

いたしました。これは主に、短期借入金が２億円、未払金が２億22百万円増加した一方、電子記録債

務が２億45百万円、設備関係支払手形が２億35百万円減少したことによるものであります。固定負

債は21億30百万円となり、前事業年度末に比べ３億16百万円減少いたしました。これは主に、長期

借入金が３億22百万円減少したことによるものであります。 

これらの結果、負債合計は72億91百万円となり、前事業年度末に比べ４億17百万円減少いたしま

した。 

 

   （純資産） 

  当事業年度末における純資産合計は83億64百万円となり、前事業年度末に比べ45百万円増加いた

しました。これは主に、繰越利益剰余金が32百万円、その他有価証券評価差額金が15百万円増加し

たことによるものであります。 

   

② キャッシュ・フローの状況 

当事業年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末に比べ 52

百万円減少し、５億36百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況それらの要因は次のとお

りであります。 

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

    営業活動の結果、得られた資金は８億64百万円（前年同期は６億46百万円の収入）となりました。

これは主に、税引前当期純利益３億86百万円、減価償却費５億77百万円、たな卸資産の減少額１億

84 百万円、未払消費税等の増加額１億 73 百万円等の収入に対し、仕入債務の減少額２億 43 百万円、

法人税等の支払額１億51百万円等の支出があったことによるものであります。 

 

  （投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果、支出した資金は５億39百万円（前年同期は12億６百万円の支出）となりました。

これは主に、敷金及び保証金の回収による収入70百万円等の収入に対し、有形固定資産の取得による

支出６億２百万円等の支出があったことによるものであります。 

 

  （財務活動によるキャッシュ・フロー） 

    財務活動の結果、支出した資金は３億78百万円（前年同期は４億61百万円の収入）となりまし 

た。これは主に、短期借入れによる収入71億 30百万円、長期借入れによる収入２億円の収入に対し、

短期借入金の返済による支出69億 30百万円、長期借入金の返済による支出４億82百万円、配当金

の支払額１億28百万円等の支出があったことによるものであります。 
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キャッシュ･フロー指標のトレンド 

指 標 項 目 平成25年５月期 平成26年５月期 平成27年５月期 

自己資本比率 55.1％ 51.9％ 53.4％ 
時価ベースの自己資本比率 26.7％ 24.6％ 26.7％ 
債務償還年数 3.5年 4.9年 3.6年 
インタレスト・カバレッジ・レシオ 24.6 25.3 34.3 

（注）1.各指標の計算式は以下のとおりであります。 
    自己資本比率          ：自己資本／総資産 
    時価ベースの自己資本比率    ：株式時価総額／総資産 
    債務償還年数          ：有利子負債／営業キャッシュ・フロー 
    インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い 
   2.株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式総数（自己株式控除後）により計算しております。 
   3.営業キャッシュ・フローは、キャッシュ・フロー計算書の「営業活動によるキャッシュ・フロー」 
    を使用しております。 
   4.有利子負債は、貸借対照表上に計算されている負債のうち利子を支払っているすべての負債を対象 
    としており、また、利払いについては、キャッシュ・フロー計算書の「利息の支払額」を使用して 
    おります。 

 

（３） 会社の利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

       利益配分におきましては、経営の重点政策の一つとして認識し、将来的な事業展開、財務体質の

強化を図りつつ、安定的な配当の継続的実施を目指しており、利益水準や配当性向を考慮した利益

配分を基本方針としております。 

内部留保におきましては、新店投資資金や既存店舗をより活性化するための改装等に効率的にあ

て、売上高の拡大、株主資本利益率の一層の向上を図ってまいります。 

当事業年度の期末配当金におきましては、１株につき６円とさせていただく予定であります。こ

れにより、年間配当金は中間配当金６円とあわせて１株につき１２円となる予定であります。 

なお、次期の配当におきましては、当期と同額の１株につき１２円を予定しております。 

 

（４） 事業等のリスク 

①店舗政策について 

当社は、平成27年５月15日現在、山梨県に13店舗、神奈川県に６店舗及び東京都に３店舗を展開

運営しております。当社の店舗政策としては、小商圏でも採算の合うような商品構成とローコスト

運営による損益分岐点の低い体質づくりを常に目指してまいりましたが、それに加えて専門性の高

いプロ需要など広く深い住関連マーケットのニーズをカバーすべく、大商圏型の店舗も計画的に配

置することによって、競合店に対する自社ドミナントエリアの形成を進めております。しかしなが

ら、各社の出店競争により、一部地域においては当社の出店条件と合致しない環境が現出したり、

競合激化や周辺道路状況などをはじめとする立地環境の変化などによる既存店舗の採算性の悪化

による店舗のスクラップなど、店舗政策に係るリスクは常に存在し、こうした状況が当社の業績見

通しに影響を及ぼす可能性があります。 

 

②競合について 

ホームセンター業界におきましては、同業他社の出店による競争に加えて他業種との競合もあり、

来店客数の減少、売上単価の低下などにより業績に影響を及ぼす可能性があります。 
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③法的規制について 

当社は、ホームセンターの多店舗展開を行っており、新規出店及び既存店舗の増床に関しては次

のような法的規制を受けることがあります。 

売場面積が1,000㎡超の新規出店及び既存店舗の増床につきましては、「大規模小売店舗立地法」

（以下「大店立地法」）の規制により、都道府県知事への届出が義務付けられております。大店立

地法は大規模小売店舗の立地に伴う交通渋滞、騒音、廃棄物等の周辺生活環境に対する影響を緩和

し、大型小売店と地域社会との融合を図るための制度として、建物の設置者（所有者）が大規模小

売店舗を設置しようとする場合に配慮すべき事項を中心として定められたものであります。 

 

２．企業集団の状況 

    

       該当事項はありません。 

 

３．経営方針 

 

（１） 会社の経営の基本方針 

         当社は、創業以来「良質なものを提供する」ことを企業理念として事業活動を展開してまいりま

した。   

      「ＬＡＲＧＥ ＳＴＯＲＥ」、「ＬＯＷＣＯＳＴ ＯＰＥＲＡＴＩＯＮ」、「ＤＥＥＰ ＤＩＳＣＯＵＮ 

       Ｔ」の３つの基本方針を掲げ、「くろがねやがあるからその街で生活したい」と望まれるような店 

作りを目標としております。 

       

      「ＬＡＲＧＥ ＳＴＯＲＥ」                   同業態でエリア最大の売場面積の店舗 

      「ＬＯＷＣＯＳＴ ＯＰＥＲＡＴＩＯＮ」       ムダなコストを徹底して抑える 

      「ＤＥＥＰ ＤＩＳＣＯＵＮＴ」               価格競争に対抗できる商品力 

 

 

（２） 目標とする経営指標 

    当社は、企業の成長性、収益性向上を図るため、計画的な新規出店、増床、スクラップによって、

毎年10％前後の規模拡大を目指す一方、バイイングパワーの強化と、売場やマネジメントの標準化

により、売上高経常利益率５％以上を目標としております。 

    なお、当事業年度における売上高経常利益率は、2.0％であります。 

 

（３） 中長期的な経営戦略 

  大型店（スーパーデポ店）、標準店（従来店）、中型店（新フォーマット店）の効率的な出店配置

により、山梨県、神奈川県、東京都エリアのドミナントの形成に努め、その地域におけるシェアの

拡大を目指します。 

 店舗運営におきましては、ローコストオペレーションの徹底と店舗マネジメントの見直しを継続

し、店舗コストの削減を図り生産性の高い店舗運営に取組んでまいります。 

また、商品在庫の適正化を追求し、財務体質の強化を図ってまいります。 

 

     以上の取り組みにより、急激な環境変化、景気動向に左右されることなく継続的に収益を確保で

きる企業体質の確立を目指します。 
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（４） 会社の対処すべき課題 

お客様が持ち望む、より便利で希望の持てる商品やサービスをお届けするために、当社は以下の

課題に取組んでまいります。 

 

1）計画的スクラップ＆ビルド及び新規出店 

2）リフォーム、ネット通販などの新規事業への取り組み 

3）ローコストオペレーションの実践による収益力向上 

4）在庫適正化による財務体質強化 

 

（５） その他、会社の経営上重要な事項 

    該当事項はありません。 

 

４．会計基準の選択に関する基本的な考え方 

   当社は、国内の同業他社との比較可能性を確保するため、会計基準につきましては日本基準を適用し

ております。 
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（５）継続企業の前提に関する注記 
 
    該当事項はありません。 
 

（６）重要な会計方針 

 

 当事業年度 

 （自 平成26年５月16日 

   至 平成27年５月15日） 

１．有価証券の評価基準及び評価方法 その他有価証券 

 時価のあるもの 

   決算期末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法

により処理し、売却原価は移動平均法により算出） 

 時価のないもの 

   移動平均法による原価法 

２．たな卸資産の評価基準及び評価方法  

   商品 売価還元原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下

げの方法） 

  

   未成工事支出金・原材料 個別法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価

切下げの方法） 

  

   貯蔵品 最終仕入原価法 

３．固定資産の減価償却の方法  

   有形固定資産（リース資産を除く） 定率法 

ただし、平成10年４月１日以降取得した建物（建物附属設備を除く）につい

ては定額法 

なお、主な耐用年数は次のとおりであります。 

 建 物   15年～34年 

 構築物   10年～20年 

  

   無形固定資産 定額法 

  

   リース資産 所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産 

 リース期間を耐用年数とし、残存価格を零とする定額法を採用しております。 

４．引当金の計上基準  

   貸倒引当金 債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、

貸倒懸念債権等特定の債権については、回収可能性を検討し、回収不能見込

額を計上しております。 

   役員賞与引当金 役員賞与の支払いに備えるため、当事業年度末において、負担すべき支給見

込額を計上しております。 

５．キャッシュ・フロー計算書における資金

の範囲 

手許現金、随時引出可能な要求払預金及び取得日から３ヶ月以内に満期の到

来する流動性の高い、容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅

少なリスクしか負わない短期投資からなっております。 

６．その他財務諸表作成のための重要な事項  

   消費税等の会計処理 税抜方式によっております。 
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（７）注記事項 

 

（貸借対照表関係） 

 

 ※１ 担保に供している資産並びに担保付債務は以下のとおりであります。 

    担保に供している資産 

        

前事業年度 

（平成26年５月15日） 

当事業年度 

（平成27年５月15日） 

建物        101,714千円 94,088千円 

土地       449,615千円 449,615千円 

合計       551,329千円 543,704千円 

 

    担保付債務 

        

前事業年度 

（平成26年５月15日） 

当事業年度 

（平成27年５月15日） 

長期借入金        500,000千円  500,000千円 

合計        500,000千円  500,000千円 

 

（損益計算書関係） 

 

 ※１ 通常の販売目的で保有するたな卸資産の収益性の低下による簿価切下額は、次のとおりであります。 

前事業年度 

（自 平成25年５月16日 

  至 平成26年５月15日） 

当事業年度 

（自 平成26年５月16日 

  至 平成27年５月15日） 

 19,407千円  14,005千円 
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※２ 減損損失 

前事業年度（自 平成25年５月16日 至 平成26年５月15日） 

 

当社は、以下の資産グループについて減損損失を計上しました。 

 

 

 

 

 

 

（経緯） 

    店舗について、収益性の低下に伴い、減損損失を計上しました。 

  （グルーピングの方法） 

    当社は、キャッシュ・フローを生み出す最小単位として、各店舗及び賃貸物件を最小単位としてグルーピングしてお

ります。 

(回収可能価額の算定方法等) 

使用価値、割引率４％  

 

 

 

 

当事業年度（自 平成26年５月16日 至 平成27年５月15日） 

 

当社は、以下の資産グループについて減損損失103,878千円を計上しました。 

 

 

 

 

 

 

（経緯） 

    店舗及び賃貸物件について、収益性の低下に伴い、減損損失を計上しました。 

  （グルーピングの方法） 

    当社は、キャッシュ・フローを生み出す最小単位として、各店舗及び賃貸物件を最小単位としてグルーピングしてお

ります。 

(回収可能価額の算定方法等) 

使用価値、割引率４％  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用 途 店  舗 

種 類 建物、構築物、工具、器具及び備品 

場 所 神奈川県横浜市 

金 額 16,608千円 

用 途 店  舗 賃貸物件 

種 類 建物 建物 及び 構築物 

場 所 山梨県西八代郡市川三郷町 山梨県南アルプス市 

金 額 62,715千円 41,163千円 
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（株主資本等変動計算書関係） 

 

前事業年度（自 平成25年５月16日  至 平成26年５月15日）   

（１）発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項   

          （単位：千株）  

 

当事業年度期首 

株式数 

当事業年度 

増加株式数 

当事業年度 

減少株式数 

当事業年度末 

株式数 摘要  

発行済株式            

普通株式 11,581 - - 11,581    

合  計 11,581 - - 11,581    

自己株式        

普通株式 912 0 - 913 注  

    合  計 912 0 - 913    

（注）普通株式の自己株式の株式数の増加０千株は、単元未満株式の買取りによる増加０千株であります。 

 

（２）配当に関する事項     

①配当支払額      

決議 株式の種類 配当金の総額 １株当たり配当額 基準日 効力発生日 

平成25年８月７日 

定時株主総会 
普通株式 64,010千円 6.00円 平成25年 ５月15日 平成25年８月 ８日 

平成25年12月13日 

取締役会 
普通株式 64,009千円 6.00円 平成25年11月15日 平成26年１月21日 

      

②基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となるもの 

決議 株式の種類 配当金の総額 配当の原資 
１株当たり

配当額 
基準日 効力発生日 

平成26年８月６日 

定時株主総会 
普通株式 64,009千円 利益剰余金 6.00円 平成26年 ５月15日 平成26年８月７日 

 

当事業年度（自 平成26年５月16日  至 平成27年５月15日）   

（１）発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項   

          （単位：千株）  

 

当事業年度期首 

株式数 

当事業年度 

増加株式数 

当事業年度 

減少株式数 

当事業年度末 

株式数 摘要  

発行済株式            

普通株式 11,581 - - 11,581    

合  計 11,581 - - 11,581    

自己株式        

普通株式 913 169 - 1,082 注  

    合  計 913 169 - 1,082    

（注）普通株式の自己株式の株式数の増加169千株は、取締役会決議に基づく取得による増加169千株、単元未満株式の買取りによる 

増加０千株であります。 
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（２）配当に関する事項     

①配当支払額      

決議 株式の種類 配当金の総額 １株当たり配当額 基準日 効力発生日 

平成26年８月６日 

定時株主総会 
普通株式 64,009千円 6.00円 平成26年 ５月15日 平成26年８月 ７日 

平成26年12月15日 

取締役会 
普通株式 64,008千円 6.00円 平成26年11月15日 平成27年１月19日 

      

②基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となるもの 

決議 株式の種類 配当金の総額 配当の原資 
１株当たり

配当額 
基準日 効力発生日 

平成27年８月５日 

定時株主総会 
普通株式 62,991千円 利益剰余金 6.00円 平成27年 ５月15日 平成27年８月６日 

 

（キャッシュ・フロー計算書関係） 

 

      

前事業年度 

(自 平成25年５月16日 

  至 平成26年５月15日) 

当事業年度 

(自 平成26年５月16日 

  至 平成27年５月15日) 

現金及び預金     601,677千円 536,952千円 

預入期間が３ヶ月を超える定期預金   △ 12,302千円 －千円 

現金及び現金同等物     589,374千円 536,952千円 

 

（セグメント情報等） 

 

  当社の報告セグメントは、ホームセンター事業のみであるため、記載を省略しております。 
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（１株当たり情報） 
 

前事業年度 

（自 平成25年５月16日 

  至 平成26年５月15日） 

当事業年度 

（自 平成26年５月16日 

  至 平成27年５月15日） 

  

1株当たり純資産額            779円72銭 

 

1株当たり当期純利益          19円84銭 

 

 なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益について

は、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記

載しておりません。 

  

1株当たり純資産額            796円69銭 

 

1株当たり当期純利益           21円39銭 

 

 なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、

希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載し

ておりません。 

   （注） １株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 
 
 

 前事業年度 

（自 平成25年５月16日 

  至 平成26年５月15日） 

当事業年度 

（自 平成26年５月16日 

  至 平成27年５月15日） 

１株当たり当期純利益金額 
  

当期純利益（千円） 211,695 227,574 

普通株式に係る当期純利益（千円） 211,695 227,574 

普通株式の期中平均株式数（千株） 10,668 10,636 

 
 
（重要な後発事象） 
 
  該当事項はありません。 
 
 

注記の省略 

 リース取引、関連当事者情報、税効果会計、金融商品、有価証券、デリバティブ取引、退職給付、ストック・オプション等、

賃貸等不動産に関する注記事項については、決算短信における開示の必要性が大きくないと考えられるため、開示を省略しま

す。 
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６．その他 

（１）商品別売上高の状況 

 

  ① 商品別売上高 

（単位 千円未満切捨） 

期  別 

 

 

商 品 別 

前事業年度 

（自 平成25年５月16日 

  至 平成26年５月15日） 

当事業年度 

（自 平成26年５月16日 

  至 平成27年５月15日） 

 

前 期 比 増 減 

（△印は減少） 

売 上 高 構成比 売 上 高 構成比 金 額 増減率 

ダ イ ニ ン グ 用 品 1,818,618 10.4 1,727,614 10.3 △ 91,003 △ 5.0 

ホームファニシング用品 761,422 4.4 695,681 4.2 △ 65,740 △ 8.6 

デ イ リ ー 用 品 2,648,668 15.2 2,440,826 14.6 △207,842 △ 7.8 

シ ー ゾ ナ ル 用 品 1,847,730 10.6 1,593,246 9.5 △254,484 △13.8 

園 芸 ・ ペ ッ ト 用 品 3,823,862 21.9 3,862,580 23.1 38,718 1.0 

カ ル チ ャ ー 用 品 773,015 4.4 731,530 4.4 △ 41,485 △ 5.4 

Ｄ Ｉ Ｙ 用 品 2,776,691 15.9 2,797,363 16.8 20,671 0.7 

そ の 他 用 品 1,698,858 9.7 1,594,643 9.5 △104,215 △ 6.1 

商 品 売 上 高 計 16,148,868 92.5 15,443,486 92.4 △705,381 △ 4.4 

完 成 工 事 高 854,481 4.9 811,738 4.9 △ 42,742 △ 5.0 

不 動 産 賃 貸 収 入 448,428 2.6 448,074 2.7 △  353 △ 0.1 

合 計 17,451,777 100.0 16,703,299 100.0 △748,478 △ 4.3 

 （注）  １．商品別の各構成内容は次のとおりであります。 

       （１）ダイニング用品      （台所用品・調理小物） 

       （２）ホームファニシング用品  （家具・インテリア用品） 

       （３）デイリー用品       （家庭用品・日用雑貨） 

       （４）シーゾナル用品      （季節品） 

       （５）園芸・ペット用品     （園芸用品・ペット用品） 

       （６）カルチャー用品      （文具用品・おもちゃ等） 

              （７）ＤＩＹ用品        （日曜大工用品） 

       （８）その他用品        （はきもの・カー用品・その他） 

       （９）完成工事高        （リフォーム関係） 

      ２．上記金額には、消費税等は含まれておりません。 

 

② 地区別商品売上高 

                                                                                        （単位 千円未満切捨） 

     期  別 

 

 

地 区 別 

前事業年度 

（自 平成25年５月16日 

  至 平成26年５月15日） 

当事業年度 

（自 平成26年５月16日 

  至 平成27年５月15日） 

 

前 期 比 増 減 

（△印は減少） 

売 上 高 構成比 売 上 高 構成比 金 額 増減率 

 

山    梨    県 

 

8,046,423 

％ 

49.8 

 

7,903,386 

％ 

51.2 

 

△143,036 

％ 

△ 1.8 

 

神  奈  川  県 

 

4,361,335 

 

27.0 

 

3,949,234 

 

25.6 

 

△412,101 

 

△ 9.4 

 

   東  京  都 

 

3,741,109 

 

23.2 

 

3,590,865 

 

23.2 

 

△150,243 

 

△ 4.0 

商品売上高合計 16,148,868 100.0 15,443,486 100.0 △705,381 △ 4.4 

        （注）上記金額には、消費税等は含まれておりません。 

 

（２）役員の異動 

   ①新任取締役候補（平成27年８月５日付予定） 

    松平 浩一 

 

②新任監査役候補（平成27年８月５日付予定） 

    栁澤  清 

 

   ③退任予定監査役 

    松平 浩一 
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